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BOOK SHELF
二
○
○
二
年
九
月
、
日
本
と
中
国
が
国

交
を
回
復
し
て
三
○
年
を
迎
え
る
。
経
済

面
で
の
関
係
は
三
○
年
間
で
格
段
に
深
ま

り
、
日
本
企
業
の
中
国
へ
の
生
産
拠
点
の

移
転
や
中
国
現
地
系
企
業
と
の
提
携
は
、

二
○
○
一
年
一
一
月
の
中
国
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

以
来
、
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
る
。
日
中
の

今
後
を
展
望
す
る
視
点
を
中
国
の
産
業
に

絞
り
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
の
蔵

書
か
ら
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

丸
川
知
雄
『
市
場
発
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
―
―
移
行
期
の
中
国
経
済
』（
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
　
一
九
九
九
年
）
は
、
計
画

経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
と
移
行
す
る
過
程

の
中
国
産
業
を
把
握
す
る
の
に
、
入
門
書

と
し
て
読
み
易
い
。
中
国
企
業
間
の
取
引

関
係
、
企
業
内
や
企
業
間
の
組
織
、
市
場

に
お
け
る
流
通
ル
ー
ト
、
お
よ
び
労
働
市

場
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
産
業
と

市
場
経
済
と
の
関
連
を
考
察
し
て
い
る
。

市
場
発
生
の
過
程
が
企
業
現
場
か
ら
論
じ

ら
れ
、
中
国
の
産
業
構
造
を
身
近
に
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
。

黒
田
篤
郎
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ

ナ
』（
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
○
○
一
年
）

は
、
中
国
経
済
を
論
じ
る
出
版
物
が
書
店

に
溢
れ
る
な
か
、
実
用
書
と
し
て
内
容
が

充
実
し
て
い
る
。
現
地
系
企
業
の
産
業
競

争
力
、
産
業
集
積
地
の
優
位
性
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
中
国
が
抱
え
る
国
有
企
業
、

金
融
・
財
政
・
通
貨
、
政
治
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
も
実
態
を
報
告
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
日
本
と
の
比
較
分
析
も
他

地
域
に
視
野
が
広
が
っ
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
中
国
の
産
業
政
策
を
よ
り
深
く

研
究
す
る
に
は
、
丸
川
知
雄
編
『
移
行
期

中
国
の
産
業
政
策
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
　
二
○
○
○
年
）
が
有
用
で
あ
る
。
個

別
産
業
の
発
展
経
緯
を
詳
細
に
分
析
し
、

経
済
発
展
と
市
場
化
を
支
え
る
産
業
政
策

の
補
完
的
役
割
を
論
じ
て
い
る
。
中
国
の

産
業
政
策
を
歴
史
的
、
制
度
的
側
面
か
ら

分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
型
産
業

政
策
に
つ
い
て
も
多
面
的
に
考
察
し
て
い

る
。
広
範
な
産
業
分
野
を
網
羅
し
、
豊
富

な
デ
ー
タ
と
現
地
調
査
に
基
づ
く
分
析
は
、

産
業
ご
と
の
課
題
を
明
示
し
て
お
り
、
今

後
の
中
国
産
業
を
展
望
す
る
う
え
で
参
考

に
な
る
。

市
場
化
に
よ
る
中
国
経
済
の
構
造
転
換

を
理
論
的
な
角
度
か
ら
捉
え
る
な
ら
、
中

兼
和
津
次
編
『
経
済
―
―
構
造
変
動
と
市

場
化
（
現
代
中
国
の
構
造
変
動
　
二
）』

（
東
京
大
学
出
版
会
　
二
○
○
○
年
）
を

参
照
し
た
い
。
中
国
経
済
を
多
角
的
に
考

察
し
、
改
革
開
放
政
策
の
実
態
と
中
国
国

内
で
争
点
と
な
っ
て
い
る
問
題
を
マ
ク
ロ

的
に
分
析
し
て
い
る
。
特
に
第
四
章
で
、

産
業
集
積
の
視
点
か
ら
中
国
国
内
市
場
の

統
合
と
地
域
発
展
を
分
析
し
、
地
方
政
府

の
影
響
な
ど
の
要
因
を
探
り
つ
つ
、
産
業

立
地
が
地
域
的
に
集
中
し
た
経
緯
を
考
察

し
て
い
る
。

産
業
集
積
に
焦
点
を
当
て
中
国
と
他
地

域
を
比
較
分
析
す
る
場
合
は
、
関
満
博
編

『
ア
ジ
ア
の
産
業
集
積
―
―
そ
の
発
展
過

程
と
構
造
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
二

○
○
一
年
）
が
参
考
に
な
る
。
中
国
に
つ

い
て
は
第
二
章
で
、
経
済
改
革
・
対
外
開

放
後
の
中
国
各
地
で
形
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
産
業
の
地
域
的
集
中
に
注
目
し
、

こ
の
産
業
集
積
が
中
国
内
外
の
競
合
地
域

に
対
し
て
今
後
も
強
い
競
争
力
を
発
揮
す

る
で
あ
ろ
う
と
考
察
し
て
い
る
。
以
上
、

急
速
に
発
展
す
る
中
国
産
業
に
関
す
る

様
々
な
視
点
を
紹
介
し
た
。

他
方
、
中
国
産
業
の
変
遷
を
把
握
す
る

に
は
継
続
的
な
デ
ー
タ
収
集
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
丸
川
知
雄
編
『
中
国
産
業

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
二
○
○
一
―
二
○
○
二

年
版
』（
蒼
蒼
社
　
二
○
○
○
年
）
で
あ

る
。
広
範
な
産
業
分
野
を
「
基
本
動
態
・

主
要
企
業
・
重
要
事
項
年
表
・
情
報
源
・

重
要
指
標
」
を
共
通
項
目
と
し
て
網
羅
的

に
記
載
し
て
い
る
。
依
拠
す
る
デ
ー
タ
が

若
干
古
く
な
っ
て
い
る
が
、
産
業
事
情
を

横
断
的
に
把
握
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

ま
た
、『
中
国
経
済
・
産
業
デ
ー
タ
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
　
二
○
○
○
年
版
』（
ア
ジ
ア

産
業
研
究
所
　
二
○
○
一
年
）
は
、
ア
ジ

ア
産
業
研
究
所
が
中
国
政
府
各
部
局
よ
り

入
手
し
た
デ
ー
タ
を
翻
訳
・
編
集
し
た
資

料
で
あ
る
。
多
岐
に
わ
た
る
産
業
分
野
の

情
報
が
日
本
語
で
得
ら
れ
る
。

中
国
産
業
を
中
心
に
文
献
を
紹
介
し
た

が
、
中
国
経
済
の
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
も
無

視
で
き
な
い
。
国
際
情
勢
を
展
望
す
る
と
、

二
○
○
一
年
一
一
月
、
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
は
自
由
貿
易
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

基
本
合
意
し
、
各
国
・
地
域
間
の
貿
易
規

模
は
拡
大
の
方
向
に
あ
る
。
中
国
と
競
合

す
る
ア
ジ
ア
産
業
の
今
後
を
展
望
す
る
材

料
と
し
て
、
丸
屋
豊
二
郎
・
石
川
幸
一
編

著
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
の
衝
撃

―
―
ア
ジ
ア
一
二
カ
国
・
地
域
か
ら
緊
急

リ
ポ
ー
ト
』（
日
本
貿
易
振
興
会
　
二
○

○
一
年
）
を
紹
介
す
る
。
日
本
を
除
く
ア

ジ
ア
各
国
・
地
域
へ
の
中
国
経
済
の
影
響

を
統
計
デ
ー
タ
と
現
地
調
査
に
基
づ
い
て

報
告
す
る
資
料
で
あ
る
。
国
・
地
域
ご
と

の
課
題
と
対
応
策
を
挙
げ
、
ア
ジ
ア
と
中

国
が
協
調
し
て
生
産
分
業
構
造
を
構
築
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

本
稿
で
は
経
済
・
産
業
に
関
す
る
文
献

を
追
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
ア
ジ
ア
全

体
の
相
互
依
存
の
深
ま
り
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
各
国
・
地
域
の
複
雑
な
構
図
が
見

て
と
れ
る
。
い
ま
や
「
世
界
の
工
場
」
と

し
て
台
頭
す
る
中
国
産
業
の
成
長
を
、
日

本
経
済
の
「
脅
威
」
と
し
て
よ
り
も
好
機

と
し
て
捉
え
、
両
国
相
互
の
発
展
を
図
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
中
関
係
に
お
い

て
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
さ
わ
だ
　
ゆ
う
こ
／
図
書
館
書
誌
参

考
課
）

澤
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